
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体を装着操作するための開口部を有する本体部と、
　上記本体部の一側部に設けられた回動支軸に回動自在に取り付けられ、上記開口部を開
閉可能とする蓋体と、
　上記蓋体に回動支軸近傍に取り付けられる板バネ部材と、
　上記本体部の上記回動支軸近傍に設けられた規制部材とを備え、
　上記板バネ部材は、上記蓋体に取り付けられる取付部と、上記取付部から折り曲げられ
て形成され上記規制部材に当接する当接部とを有し、
　上記規制部材は、上記蓋体を開蓋状態から閉蓋状態にするとき上記当接部を摺接させる
摺接部と、閉蓋状態になったとき上記当接部を弾性変位させる係合部とを有し、
　上記規制部材は、上記係合部により上記当接部を弾性変位させたときの上記板バネ部材
の弾性力により上記蓋体を上記本体部側に させる電子機器用筐体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、例えば、テーププレーヤ装置、ディスクプレーヤ装置やラジオ受信装置の如き
、携帯用の電子機器を構成するのに特に好適な電子機器用筐体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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従来、例えば磁気テープを記録媒体として用いたテーププレーヤ装置、光ディスクを記録
媒体として用いたディスクプレーヤ装置、あるいは、ラジオ受信装置等の電子機器におい
ては、装置構成を小型化し、携帯が可能なように構成された携帯用電子機器が提案されて
いる。
【０００３】
このような携帯用電子機器は、本体部が、例えば、ワイシャツの胸ポケットに収納できる
程度の大きさとなされて構成されている。
【０００４】
このような携帯用電子機器は、電子機器用筐体を有して構成されている。この電子機器用
筐体は、上記記録媒体の装着操作を行うために開閉操作される蓋体を有している。
【０００５】
この電子機器用筐体において、上記蓋体は、一端側部分を該電子機器用筐体の本体部に対
し、支軸を介して回動可能に支持されている。この蓋体は、開蓋されると、上記本体部内
に配設されている記録媒体の装着部を外方側に臨ませる。そして、この蓋体は、閉蓋され
ると、上記装着部を覆う。
【０００６】
上記蓋体は、他端側部分を、上記本体部に配設された掛止機構により掛止されることによ
って、閉蓋状態に保持される。
【０００７】
なお、上記装着部には、上記蓋体が開蓋されたときに上記記録媒体を外方側に押し出すた
めの、板バネの如き弾性部材（いわゆるポップアップバネ）が設けられている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述のような携帯用電子機器を構成する電子機器用筐体においては、上記蓋体
を閉蓋状態とし、上記掛止機構によりこの蓋体を閉蓋状態に保持したとき、この蓋体の他
側側部部分は、該電子機器用筐体の本体部側に強固に保持される。
【０００９】
しかしながら、上記蓋体の一側側部分は、この蓋体が閉蓋状態にあっても、上記本体部に
対しては、上記支軸を介して支持されているに過ぎない。この支軸は、上記蓋体の上記本
体部に対する回動を容易、かつ、円滑にするため、該蓋体及び該本体部の少なくともいず
れか一方に対しては、いわゆるアソビを有した状態、すなわち、軸に直交する方向に若干
の距離だけ移動可能な状態となされて支持されている。
【００１０】
そのため、上記蓋体は、閉蓋状態となっているとき、上記弾性部材の付勢力により、一端
側部分が、上記本体部より若干離間される虞れがある。
【００１１】
また、上記装着部内において上記記録媒体を保持するホルダを設けた場合において、この
ホルダを上記蓋体を支持する支軸により回動可能に支持されたものとすると、該蓋体は、
該ホルダとの当接、干渉を回避するため、該支軸の付近の部分に欠損部を有している必要
がある。そのため、この蓋体の一側側の縁部と上記本体部の縁部との間に隙間が生じてし
まう虞れがある。
【００１２】
そこで、本発明は、上述の実情に鑑みて提案されるものであって、本体部により回動可能
に支持された蓋体を備え、この蓋体を閉蓋状態としたときに、この蓋体が、本体部に対し
て隙間なく強固に保持されるようになされた電子機器用筐体を提供することを目的とする
。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　上述の課題を解決し上記目的を達成するため、本発明に係る電子機器用筐体は、記録媒
体を装着操作するための開口部を有する本体部と、上記本体部の一側部に設けられた回動
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支軸に回動自在に取り付けられ、上記開口部を開閉可能とする蓋体と、上記蓋体に回動支
軸近傍に取り付けられる板バネ部材と、上記本体部の上記回動支軸近傍に設けられた規制
部材とを備え、上記板バネ部材は、上記蓋体に取り付けられる取付部と、上記取付部から
折り曲げられて形成され上記規制部材に当接する当接部とを有し、上記規制部材は、上記
蓋体を開蓋状態から閉蓋状態にするとき上記当接部を摺接させる摺接部と、閉蓋状態にな
ったとき上記当接部を弾性変位させる係合部とを有し、上記規制部材は、上記係合部によ
り上記当接部を弾性変位させたときの上記板バネ部材の弾性力により上記蓋体を上記本体
部側に させるものである。
【００１５】
【作用】
　本発明に係る電子機器用筐体においては、記録媒体を装着操作するための開口部を有す
る本体部と、上記本体部の一側部に設けられた回動支軸に回動自在に取り付けられ、上記
開口部を開閉可能とする蓋体と、上記蓋体に回動支軸近傍に取り付けられる板バネ部材と
、上記本体部の上記回動支軸近傍に設けられた規制部材とを備え、上記板バネ部材は、上
記蓋体に取り付けられる取付部と、上記取付部から折り曲げられて形成され上記規制部材
に当接する当接部とを有し、上記規制部材は、上記蓋体を開蓋状態から閉蓋状態にすると
き上記当接部を摺接させる摺接部と、閉蓋状態になったとき上記当接部を弾性変位させる
係合部とを有し、上記規制部材は、上記係合部により上記当接部を弾性変位させたときの
上記板バネ部材の弾性力により上記蓋体を上記本体部側に させるので、該蓋体を該本
体部に対して押接された状態に強固に保持させる。
【００１７】
【実施例】
以下、本発明の具体的な実施例を図面を参照しながら説明する。
【００１８】
この例は、本発明を、テープカセットを使用して音響信号の再生を行う音響再生装置に適
用した例である。この例について以下の順序により説明する。
【００１９】
［１］音響再生装置の構成の概要（図１、図３、図４、図９及び図１８）
［２］スライダ板の構成（図１及至図８）
［３］前面パネル部の補強（図４及至図６、図１０及至図１５）
［４］スイッチ操作釦の構成（図１０、図１２及至図１５）
［５］カセット蓋部の構成（図１及至図４、図１８及至図２０）
［６］シャーシ部の構成（図２１及至図２５）
［７］チューナ基板の取り付け（図１６及び図１７）
なお、本発明は、以下に述べる実施例の如き音響再生装置のみならず、種々の携帯用電子
機器、例えば、音響記録及び再生装置（テープレコーダ装置、または、ディスクプレーヤ
装置）、ラジオ受信装置、テレビジョン受像機、ビデオテープレコーダ装置、ビデオカメ
ラ装置等にも適用することができるものである。
【００２０】
［１］音響再生装置の構成の概要（図１、図３、図４、図９及び図１８）
この音響再生装置は、図１に示すように、本体部１を有して構成されている。この本体部
１は、外筺体を有して構成されている。この外筐体は、シャーシ部２と、このシャーシ部
２の前面側に取付けられた前面パネル部３と、該シャーシ部２の後面側に取付けられた蓋
体となるカセット蓋部４とを有して構成されている。
【００２１】
上記前面パネル部３は、上記シャーシ部２に対し、ネジ止め等の手段により固定して取付
けられている。これらシャーシ部２及び前面パネル部３は、上記外筐体の本体部を構成し
ている。
【００２２】
上記カセット蓋部４は、図９及び図１８に示すように、上記シャーシ部２に対し一側側を
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カセット蓋支軸８７を介して回動可能に支持されており、図１に示す上記シャーシ部２に
突き合わせられた閉蓋位置より、図９に示す上記シャーシ部２より離間された開蓋位置に
亘って、図９及び図１８中矢印Ｃで示すように、他側側を上記シャーシ部２より接離させ
る方向に回動可能となされている。
【００２３】
なお、上記カセット蓋部４は、上記シャーシ部２内に設けられた図示しない係止機構によ
り、上記閉蓋位置で係止されるようになされている。そして、このカセット蓋部４は、上
記シャーシ部２に設けられた係止解除レバー１０が操作されることにより、上記係止機構
による係止を解除されて、他側側を該シャーシ部２より離間させることが可能となされる
。
【００２４】
上記シャーシ部２と上記カセット蓋部４との間の部分は、テープカセット収納部となされ
ている。上記シャーシ部２の後面部には、上記テープカセット収納部内に突出するように
、一対のリール駆動軸４８，４９が配設されている。これらリール駆動軸４８，４９は、
上記シャーシ部２に配設されるモータにより回転駆動されるとともに、上記テープカセッ
ト収納部に装着されるテープカセット１０１の一対のテープリールに対応して係合し、こ
れらテープリールを回転操作する。
【００２５】
また、上記シャーシ部２の後面部には、上記テープカセット収納部内に突出するように、
一対のキャプスタン軸５１，５１及び一対のカセット位置決めピン５０，５０が配設され
ている。これらカセット位置決めピン５０，５０は、上記テープカセット１０１を構成す
るカセットに設けられた位置決め孔に嵌入係合して、該テープカセット１０１の位置決め
を行う。また、上記各キャプスタン軸５１，５１は、上記シャーシ部２に配設されるモー
タにより回転駆動されるとともに、上記カセットに収納された磁気テープに当接し、該磁
気テープを送り操作する。
【００２６】
上記カセット蓋部４の一側側近傍には、カセットホルダ８３が設けられている。このカセ
ットホルダ８３は、図１８に示すように、上記シャーシ部２に対してホルダ支軸８６を介
して回動可能に支持されている。このホルダ支軸８６は、上記カセット蓋支軸８７に平行
となされ、このカセット蓋支軸８７よりも、上記前面パネル部３側に位置して配設されて
いる。
【００２７】
上記カセットホルダ８３は、上記カセット蓋４に略々沿うようにして、回動可能に支持さ
れている。このカセットホルダ８３は、上記テープカセット１０１の前方側の両側側部分
を保持するように構成されている。
【００２８】
そして、上記カセットホルダ８３には、上記テープカセット収納部内に突出するように、
一対のピンチローラ５４，５４及び再生ヘッド５２が配設されている。上記再生ヘッド５
２は、上記磁気テープに摺接し、該磁気テープよりの音響信号の読出しを行う。上記各ピ
ンチローラ５４，５４は、ゴム等の摩擦係数の大きな材料により形成されており、上記各
キャプスタン軸５１，５１と共働して上記磁気テープを挟持し、該キャプスタン軸５１に
よる該磁気テープの送り操作を確実なものとする。
【００２９】
なお、上記再生ヘッド５２の両側側には、一対のテープガイド部材５３，５３が取付けら
れている。これらテープガイド部材５３，５３は、中央部に設けられた凹部に上記磁気テ
ープを挿通させることにより、該磁気テープの上記再生ヘッド５２に対する走行位置を位
置決めする。
【００３０】
また、上記シャーシ部２と上記カセット蓋部４とは、互いに回動可能に連結されたリンク
部材５５，５６により略々中央部同士を連結されている。これらリンク部材５５，５６は
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、上記シャーシ部２及び上記カセット蓋部４に対しそれぞれ回動可能に取付けられており
、これらシャーシ部２とカセット蓋部４との間の開き角度を規制している。
【００３１】
上記前面パネル部３の略々中央部には、図１に示すように、複数のスイッチ操作用押釦６
，６・・・・６が設けられている。これらスイッチ操作用押釦６，６・・・・６は、一列
に配列されて、配設されている。これらスイッチ操作用押釦６，６・・・・６は、上記本
体部１内に配設された押圧スイッチを操作するための押釦であって、巻戻し（ＲＥＷ）ス
イッチ、早送り（ＦＦ）スイッチ、停止（ＳＴＯＰ）スイッチ及び再生スイッチ（ＰＬＡ
Ｙ）スイッチとして用いられている。
【００３２】
上記再生スイッチは、上記磁気テープを上記キャプスタン軸５１の回転速度に応じた所定
の速度で送り操作して上記再生ヘッド５２による音響信号の読出しを行う再生モードを実
行させるためのスイッチである。
【００３３】
上記早送りスイッチは、上記磁気テープを順方向に高速で送り操作する早送りモードを実
行させるためのスイッチである。上記巻戻しスイッチは、上記磁気テープを逆方向に高速
で送り操作する巻戻しモードを実行させるためのスイッチである。
【００３４】
そして、上記停止スイッチは、上記再生モード、早送りモード、または、巻戻しモードを
解除し、動作を停止させるためのスイッチである。
【００３５】
上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６は、図３及び図４に示すように、上記前面パ
ネル部３の背面側に配設された釦支持板１８により支持されている。この釦支持板１８は
、薄い金属板材料により形成され、上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６を、可撓
性を有する幅の狭い支持腕部２４を介して支持している。これらスイッチ操作用押釦６，
６・・・・６は、上記前面パネル部３に形成された複数の押釦用透孔１５，１５・・・・
１５に対応してこれら押釦用透孔１５，１５・・・・１５を介して前方側外方に臨んでお
り、該前面パネル部３に対し出没可能に支持されている。
【００３６】
これらスイッチ操作用押釦６，６・・・・６は、押圧操作されて上記前面パネル部３の内
方側に没入されると、上記シャーシ部２に配設された電子回路基板７３上の電気接点から
なる押圧スイッチ（いわゆるダイヤフラムスイッチ）を投入（導通）操作するように構成
されている。
【００３７】
なお、上記釦支持板１８は、上記前面パネル部３の背面部に取り付けられる後述するガイ
ド板１７に対して取り付けられることによって、該前面パネル部３に対して支持されてい
る。
【００３８】
この音響再生装置は、上記カセット収納部にテープカセット１０１が収納されて上記カセ
ット蓋部４が上記閉蓋位置となされた状態で、上記再生スイッチが操作されると、該テー
プカセット１０１の磁気テープよりの音響信号の読出しを行う。
【００３９】
上記磁気テープより読出された音響信号は、電気信号として、上記シャーシ部２の側面部
に設けられた図示しない出力ジャックに送られる。この出力ジャックは、電気－音響変換
器であるヘッドホン装置５７が接続されるように構成されている。
【００４０】
このヘッドホン装置５７は、上記出力ジャックに接続される入力プラグ部６０と、この入
力プラグ部６０に送電コード６１を介して接続された一対のユニット部５８，５９とを有
して構成されている。このヘッドホン装置５７は、上記入力プラグ部６０が上記出力ジャ
ックに接続されると、この入力プラグ部６０及び上記送電コード６１を介して上記一対の
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ユニット部５８，５９に上記電気信号が供給され、これらユニット部５８，５９により上
記電気信号を音響に変換する。
【００４１】
また、この音響再生装置は、上記早送りモード及び巻戻しモードにおいては、上記磁気テ
ープを高速で送り操作して、該磁気テープ上の再生箇所を迅速に探しだすことができる。
【００４２】
［２］スライダ板の構成（図１及至図８）
そして、上記前面パネル部３には、スライダ５が、図１中矢印Ａで示すように、スライド
可能に取付けられている。このスライダ板５は、金属板材料により、略々平板状に形成さ
れており、上記前面パネル部３に対してスライドされることにより、図２に示すように、
上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６を覆い隠すようになされている。
【００４３】
すなわち、このスライダ板５は、図２に示す上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６
を覆うクローズ位置と、図１に示す該各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６を外方に露
出させるオープン位置とに亘って、スライド可能となされている。このスライダ板５のス
ライド可能方向は、上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６の配列方向に直交する方
向となされている。
【００４４】
上記スライダ板５は、図３及至図７に示すように、上記前面パネル部３の背面側に配設さ
れる押さえ板１９等とともに、スライダ部材を構成している。すなわち、上記スライダ板
５は、このスライダ板５のスライド方向に対する両側部分に一対のピン挿通孔３３，３３
を有しており、これらピン挿通孔３３，３３に対応して挿通させた一対のカシメピン２７
，２７を、上記前面パネル部３に設けられた一対のスリット部１６，１６に対応させて挿
通させている。
【００４５】
また、上記一対のスリット部１６，１６は、長手方向を上記各スイッチ操作用押釦６，６
・・・・６の配列方向に直交する方向、すなわち、上記スライダ板５のスライド方向とし
て、互いに平行に形成されている。
【００４６】
そして、上記各カシメピン２７，２７は、上記押さえ板１９に設けられた一対のピン挿通
孔２８，２８に対応して挿通され、この押さえ板１９の背面側で先端側をカシメられて拡
径されている。すなわち、上記スライダ板５と上記押さえ板１９とは、上記前面パネル部
３を共働して挟持するようにして、互いに接合されている。
【００４７】
そして、上記押さえ板１９は、一対のガイドピン取り付け孔２９，３０を有している。こ
れら一対のガイドピン取り付け孔２９，３０には、一対のガイドピン３１，２６が対応し
て植立されている。これらガイドピン３１，２６は、略々上記スライダ板５のスライド方
向に配列されている。これらガイドピン３１，２６は、上記前面パネル部３の背面部に対
向するようにして、前方側に突出されている。
【００４８】
一方、上記前面パネル部３の背面部には、ガイド板１７が取り付けられている。このガイ
ド板１７は、薄い金属板材料により、平板状に形成されている。このガイド板１７には、
上記各ガイドピン３１，２６に対応して、一対のガイドスリット２０，２１が形成されて
いる。これらガイドスリット２０，２１は、上記スライダ板５のスライド方向を長手方向
となして形成されている。
【００４９】
上記各ガイドピン３１，２６は、上記各ガイドスリット２０，２１に対応して嵌入されて
おり、上記スライダ板５及び上記押さえ板１９のスライドとともに、該各ガイドスリット
２０，２１内を各ガイドスリット２０，２１に案内されて移動する。
【００５０】
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上記スライダ板５及び上記押さえ板１９は、上記各ガイドピン３１，２６が上記各ガイド
スリット２０，２１に嵌入していることにより、スライド操作されるときに、上記スライ
ド方向に対して傾くことが防止され、円滑にスライド操作さる。
【００５１】
そして、上記前面パネル部３の背面側には、トグルバネ２３が配設されている。このトグ
ルバネ２３は、一方のアーム部を上記ガイド板１７に背面部に向けて突設された第１の係
合ピン２２に係合させ、他方のアーム部を上記押さえ板１９に背面側に向けて突設された
第２の係合ピン２５に係合させている。
【００５２】
これら各係合ピン２２，２５は、上記スライダ板５が上記クローズ位置と上記オープン位
置との中間位置にあるときに、上記トグルバネ２３が最も圧縮されて該トグルバネ２３の
各アーム部が接近されるような位置に設けられている。したがって、上記トグルバネ２３
は、上記スライダ板５が上記クローズ位置と上記オープン位置との間にあるときには、該
スライダ板５及び上記押さえ板１９を、上記クローズ位置または上記オープン位置のいず
れかとなる方向に弾性付勢する。上記スライダ板５は、表面部及び裏面部が、電着塗装プ
ロセス（例えば、エレコートナイスロン（商品名：株式会社シミズ製））によって、含フ
ッ素アクリル樹脂（アニオン）の塗装処理をなされ、滑性化処理されている。したがって
、このスライダ板５は、上記前面パネル部３に対し、円滑にスライド操作される。
【００５３】
また、上記スライダ板５は、プレス加工により一部が前方側に向けて膨出形成されること
により、表面部に凸部８が形成されている。この凸部８は、文字や、記号、図形を示す形
状として形成してもよく、また、ドット状のものとしてもよく、さらに、図８に示すよう
に、単なる突条として形成してもよい。
【００５４】
上記スライダ板５は、上記凸部８を有していることにより、表面部における手指の滑りを
防止することができ、該手指による確実なスライド操作をなされることができる。
【００５５】
この音響再生装置においては、図２及び図５に示すように、上記スライダ板５は、上記ク
ローズ位置となされることによって、上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６に対す
る操作を阻止し、この音響再生装置をホールド状態、すなわち、上記各スイッチ操作用押
釦６，６・・・・６による動作モードの切換え及び停止が行えない状態とする。
【００５６】
このとき、上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６が覆い隠されることにより、この
音響再生装置がホールド状態であることが明瞭に標示される。
【００５７】
また、この音響再生装置においては、図１及び図６に示すように、上記スライダ板５は、
上記オープン位置となされることによって、上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６
を前方側外方に露出させ、これらスイッチ操作用押釦６，６・・・・６に対する押圧操作
を可能として、この音響再生装置のホールド状態を解除する。
【００５８】
このとき、上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６が露出していることにより、この
音響再生装置が非ホールド状態であることが明瞭に標示される。
【００５９】
なお、この音響再生装置においては、上記スライダ板５は、この音響再生装置を電気的な
ホールド状態、すなわち、上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６が上記シャーシ部
２内に配設される電子回路と電気的に遮断される状態となすスイッチを兼ねるようにして
もよい。
【００６０】
なお、この音響再生装置において、上記各スイッチ操作用押釦６，６・・・・６と並列に
接続されるリモートコントロールスイッチを使用する場合には、この音響再生装置を電気
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的なホールド状態とすることにより、該リモートコントロールスイッチについてもホール
ド状態とすることができる。
【００６１】
［３］前面パネル部の補強（図４及至図６、図１０及至図１５）
上記前面パネル部３は、図４及至図６、図１０に示すように、外筐補強部材３２により、
外方側からの押圧力による塑性変形を防止されている。
【００６２】
上記外筐補強部材３２は、合成樹脂材料により、略々平板形状を有して一体的に形成され
、金属材料よりなる上記前面パネル部３の内側面部に接着材により取り付けられている。
【００６３】
この外筐補強部材３２は、上記外筐体の内方側に向けて突出させた複数の補強用突条部７
０を有している。この外筐補強部材３２は、上記各補強用突条部７０を、上記各押釦用透
孔１５の近傍に位置させている。すなわち、上記各補強用突条部７０は、上記各押釦用透
孔１５同士の間に位置している。
【００６４】
なお、上記押釦用透孔１５は、前述したように、上記前面パネル部３に設けられ、上記各
スイッチ操作用押釦６が挿通され、これらスイッチ操作用押釦６が出没操作される透孔で
ある。
【００６５】
そして、上記外筐補強部材３２は、透明な合成樹脂材料により形成され、一部分によって
、上記前面パネル部３に設けられこの前面パネル部３の後方側部分の前方側よりの目視を
可能とする目視用透孔１４を閉蓋している。この目視用透孔１４とこの目視用透孔１４を
閉蓋している上記外筐補強部材３２の一部とは、目視用窓７を構成している。
【００６６】
上記目視用窓７の後方側となる上記外筐体内には、いわゆる液晶表示デバイス（ＬＣＤ）
からなる図示しない表示装置が配設される。この表示装置は、この音響再生装置において
実行中の動作モードや、上記磁気テープの走行状況等を表示するものである。この表示装
置は、上記目視用窓７を透して、前方側より目視することができる。
【００６７】
上記外筐補強部材３２は、上記目視用透孔１４の周囲部となる位置にも、補強用突条部６
８，６９を有している。
【００６８】
上記各補強用突条６８，６９，７０は、図１１に示すように、上記前面パネル部３の背後
に位置して上記外筐体内に配設された電子回路基板７３に当接している。すなわち、これ
ら補強用突条６８，６９，７０は、上記前面パネル部３と上記電子回路基板７３との間に
所定の空隙部が確保されるようにこれら前面パネル部３及び上記電子回路基板７３を支持
している。
【００６９】
また、上記外筐補強部材３２は、一部により、上記前面パネル部３に設けられたＬＥＤ用
透孔３４をも閉蓋している。このＬＥＤ用透孔３４は、上記目視用透孔１４の近傍であっ
て上記外筐体内に配設される発光素子（ＬＥＤ）に対向する位置に設けられている。この
発光素子は、この音響再生装置の動作状態等を表示するためのものである。
【００７０】
上記ＬＥＤ用透孔３４とこのＬＥＤ用透孔３４を閉蓋する上記外筐補強部材３２の一部と
は、ＬＥＤ用窓を構成している。
【００７１】
さらに、上記外筐補強部材３２は、図１２に示すように、バネ掛け部６６及び一対のスイ
ッチ操作釦支持部６４，６４を一体的に形成されて有している。
【００７２】
上記バネ掛け部６６には、上記外筐体にスライド可能に支持されたスイッチ用スライダ４
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１を付勢するための捻りコイルバネ４４のコイル部が掛止される。
【００７３】
上記スライダ４１は、背面部に支持突起４２を有し、この支持突起４２を上記前面パネル
部３の側壁部に設けられたスライダ用透孔６２に挿通させて、スライド可能に支持されて
いる。また、このスライダ４１は、背面部にバネ掛止突起４３を有している。このバネ掛
止突起４３は、上記捻りコイルバネ４４の一対のアーム部４５，４６に挟持される。
【００７４】
また、上記外筐補強部材３２は、上記各アーム部４５，４６の間に位置する保持突起６７
を有している。
【００７５】
上記スライダ４１は、図１２中矢印Ｄで示すように、上記前面パネル部３に対してスライ
ド操作されると、中心位置よりいずれの方向にスライドされても、上記各アーム部４５，
４６のいずれかを変位させることとなり、該中央位置に復帰する方向に付勢される。
【００７６】
また、上記各スイッチ操作釦支持部６４，６４は、後述するように、上記前面パネル部３
の側縁部に設けられたスイッチ操作釦用透孔４７に対して出没操作されるスイッチ操作釦
３５を移動可能に支持する。
【００７７】
［４］スイッチ操作釦の構成（図１０、図１２及至図１５）
上記スイッチ操作釦３５は、図１０及び図１３に示すように、可撓性を有する合成樹脂材
料により、一方側部分が回動軸部３６となされ、他方側部分を押圧部３８となされて、一
体的に形成されている。
【００７８】
このスイッチ操作釦３５は、図１４に示すように、上記回動軸部３６を上記外筐体のシャ
ーシ部２に形成された回動支持部７５により回動可能に支持され、上記押圧部３８を該外
筐体内に配設された押圧スイッチ７４に対向させて、上記前面パネル部３の側壁部の内側
部に沿って配設されている。このスイッチ操作釦３５は、上記押圧部３８を上記前面パネ
ル部３の側壁部の内側部に対して接離させる方向に回動可能となされている。
【００７９】
また、このスイッチ操作釦３５は、上記外筐体の外方側に向けた面部であって上記回動軸
部３６と上記押圧部３８との中途部となる位置に、押圧操作部３７が突設されている。こ
の押圧操作部３７は、上記前面パネル部３の側壁部に設けられたスイッチ操作釦用透孔４
７に挿通され、このスイッチ操作用透孔４７に対して出没可能となされている。
【００８０】
そして、このスイッチ操作釦３５は、上記押圧部３８の近傍より、上記外筐体の内方側に
向けて一体的に突設された一対の弾性変位部３９，３９を有している。これら弾性変位部
３９，３９の先端側には、被支持部４０が一体的に形成されている。
【００８１】
この被支持部４０は、上記外筐補強部材３２の各スイッチ操作釦支持部６４，６４間に挟
持されて、この外筐補強部材３２により保持される。また、この外筐補強部材３２の上記
被支持部４０の先端部に当接する位置には、位置決め突起６３が突設されている。さらに
、上記外筐補強部材３２は、上記各弾性変位部３９，３９の両側側となる位置に、一対の
位置規制突起６５，６５を有している。
【００８２】
上記スイッチ操作釦３５は、上記押圧操作部３７を上記外筐体の内方側方向に押圧される
と、図１５において矢印Ｅで示すように、上記各弾性変位部３９，３９を弾性変位させつ
つ、上記回動軸部３６回りに回動操作され、上記押圧部３８により上記押圧スイッチ７４
を押圧操作する。
【００８３】
そして、上記スイッチ操作釦３５は、上記押圧操作部３７に対する押圧操作が解除される
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と、上記各弾性変位部３９，３９の弾発力及び上記押圧スイッチ７４の復元力により、図
１４に示す初期位置に戻る。
【００８４】
［５］カセット蓋部の構成（図１及至図４、図１８及至図２０）
上記カセット蓋部４は、上述のように、上記カセット蓋支軸８７により、上記シャーシ部
２に対して回動可能に支持されている。そして、このカセット蓋４は、図１８に示すよう
に、内枠部材１２３を有している。この内枠部材１２３は、上記カセット蓋部４の内側部
分に嵌入された状態で配設されている。
【００８５】
　上記内枠部材１２３の上記カセット蓋支軸８７の近傍となる位置には、図１８及び図１
９に示すように、

上記カセッ
ト蓋支軸８７の近傍であって上記板バネ部材８８に対応する位置に、規制部材８９が配設
されている。
【００８６】
　

【００８７】
したがって、このとき、上記カセット蓋部４の一側側部分は、上記シャーシ部２との間に
、空隙を生じさせない状態に保持される。
【００８８】
上記カセット蓋部４が開蓋されて上記シャーシ部２より離間されるときには、上記板バネ
部材８８は、上記規制部材８９に対して摺接しつつ移動し、該カセット蓋部４が上記開蓋
位置に至ると、この規制部材８９より離間する。
【００８９】
上記カセット蓋部４が開蓋されるとき、上記内枠部材１２３は、側縁部分に設けられた係
合凹部１２５内に上記カセットホルダ８３の側縁部に突設された係合片１２６を掛合させ
、上記カセットホルダ８３を引き上げて回動させる。上記掛合片１２６が上記掛合凹部１
２５内に位置することにより、上記カセットホルダ８３は、上記カセット蓋部４より、こ
のカセットホルダ８３に対する上記テープカセット１０１の挿入が容易となる程度の所定
の距離だけ離間される。
【００９０】
なお、上記板バネ部材８８と上記規制部材８９とは、互いの位置関係を入れ替えて構成し
てもよい。すなわち、この音響再生装置は、上記板バネ部材８８を上記シャーシ部２に取
り付け、上記規制部材８９を上記カセット蓋部４の内枠部材１２３に取り付けて構成して
もよい。
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板バネ部材８８が取り付けられる。すなわち、板バネ部材８８の取付部
８８ａは内枠部材１２３に一体に設けられた固着部９０に嵌合し取り付けられる。そして
、上記板バネ部材８８には、取付部８８ａよりＶ字状に折り曲げられた当接部８８ｂと、
更にこの当接部８８ｂの先端部に、取付部８８ａとは反対方向に折り曲げられた湾曲部８
８ｃとが設けられている。一方、本体側に設けられた上記シャーシ部２には、

規制部材８９には、カセット蓋部４を開蓋状態から閉蓋操作（図１９矢印Ｍ方向の操作
）される段階で上記板バネ部材８８の当接部８８ｂが当接する摺接部８９ａと、この摺接
部８９ａと連続して形成されカセット蓋部４が閉蓋状態になったときＶ字状の板バネ部材
８８の取付部８８ａに対し当接部８８ｂの先端部が開く方向に、この当接部８８ｂを弾性
変形させるように当接する係合部８９ｂとが形成されている。従って、カセット蓋部４を
開蓋状態からカセット蓋支軸８７を中心に回動させて閉蓋操作すると上記板バネ部材８８
の当接部が閉蓋操作の途中から摺接部８９ａに当接し、閉蓋完了状態になると当接部８８
ｂが係合部８９ｂに弾性的に当接するようになされ、この当接部８８ｂの先端に設けられ
た湾曲部８８ｃが上記板バネ部材８８の取付部８８ａの先端部に対し弾性的に開く方向に
弾性変形されるようになる。すなわち、板バネ部材８８は、係合部８９ｂにより当接部８
８ｂが図１９中、矢印Ｊ方向に押圧されるようになる。従って、カセット蓋部４には、弾
性変形された板バネ部材８８の弾性力により図１９中矢印Ｋ方向に示すように規制部材８
９、すなわち、シャーシ２側に引きよせられるような力が作用することになる。



【００９１】
そして、上記カセット蓋部４は、図２０において矢印Ｍで示すように、閉蓋操作されたと
きには、一側側の縁部分を上記外筐体の本体部の外側面部に重ねる。すなわち、上記前面
パネル部３の上記カセット蓋支軸８７側の縁部分には、略々この縁部分の全幅に亘って、
舌片部９１が突設されている。この舌片部９１は、上記外筐体の内方側に向けて、やや屈
曲されて形成されている。
【００９２】
閉蓋操作された上記カセット蓋部４は、一側側の縁部分を、上記舌片部９１の外側側に位
置させ、図２０中矢印Ｌで示す所定の幅に亘って、この舌片部９１に対してオーバーラッ
プさせる。
【００９３】
したがって、上記カセット蓋部４が閉蓋位置となされたとき、このカセット蓋部４と上記
前面パネル部３との間には、空隙が生ずることがない。
【００９４】
［６］シャーシ部の構成（図２１及至図２５）
上記シャーシ部２は、図２２に示すように、合成樹脂材料よりなるフレーム８５と、この
フレーム８５が取り付けられるシャーシ９２とから構成されている。上記フレーム８５は
、射出成型手段により、枠状の形状を有して一体的に形成されている。
【００９５】
上記シャーシ９２は、金属板材料により略々平板状に形成され、電子回路基板７３が取り
付けられる。この電子回路基板７３には、電子回路を構成する複数の電子素子及びモータ
が取り付けられている。また、上記シャーシ９２には、上記モータの駆動力を上記各リー
ル駆動軸４８，４９及び上記各キャプスタン軸５１，５１に伝達するための複数のギヤが
回転可能に取り付けられている。
【００９６】
上記フレーム８５には、この音響再生装置の駆動電源を供給する電池を保持するバッテリ
ーホールド部となる第１及び第２のバッテリーホールド壁９４，９６が一体的に形成され
ている。すなわち、これら各バッテリーホールド壁９４，９６は、上記フレーム８５の枠
状の部分より内方側に向けて互いに連設されて突設され、略々Ｌ字型の壁部をなし、該枠
状の部分の角部分と共働して、略々矩形の電池室１００を構成している。
【００９７】
上記フレーム８５の上記電池室１００の一端側に対応する位置には、切り欠き部９３が形
成されている。この切り欠き部９３は、図１及至図４に示すように、上記前面パネル部３
の側壁部に形成された電池挿入スリット７１に対応している。この電池挿入スリット７１
は、電池室蓋７２により、開閉可能に閉蓋されている。
【００９８】
すなわち、上記電池室１００には、上記電池室蓋７２が開蓋されることにより、上記電池
挿入スリット７１を介して、電池が挿入操作される。
【００９９】
上記電池室１００内には、上記電子回路基板７３上の電源供給ランド部に接続されるとと
もにこの電池室１００内に挿入操作された電池の電極に接触する図示しない端子が設けら
れている。
【０１００】
上記第２のバッテリーホールド壁９６は、一対のネジ止め片部９９，９９を有し、これら
ネジ止め片部９９，９９を一対の止めネジ９７，９８により対応して上記シャーシ９２に
取り付けられることにより、該シャーシ９２上に固定されている。
【０１０１】
そして、上記第１のバッテリー壁９４と上記第２のバッテリーホールド壁９６との間の部
分は、可撓変位部９５となされている。この可撓変位部９５は、上記各バッテリーホール
ド壁９４，９６よりもやや肉薄に形成されて弾性変位可能となされ、該第２のバッテリー
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ホールド壁９６を上記第１のバッテリーホールド壁９４に対して可撓的に変位可能として
いる。
【０１０２】
上記フレーム８５の側壁部分には、上記係止解除レバー１０が取り付けられるための解除
レバー用透孔８５ａが開設されている。
【０１０３】
ところで、上記フレーム８５は、射出成型されたときには、図２１に示すように、上記第
２のバッテリーホールド壁９６を上記枠状の部分より離間させた形状として、形成される
。そして、このフレーム８５は、図２１中矢印Ｎで示すように、上記可撓変位部９５を可
撓変位され、上記第２のバッテリーホールド壁９６の先端部を上記枠状の部分に当接させ
た状態で、上記シャーシ９２に取り付けられている。
【０１０４】
上記フレーム８５を射出成型するための金型のコアとしては、図２３に示すように、上記
第２のバッテリーホールド壁９６を上記枠状の部分より離間した状態で形成するためのキ
ャビティ部１０４を有するものを用いる。このキャビティ部１０４には、ランナー部を形
成することとなるランナー形成部１０３が連通されている。このランナー形成部１０３内
には、樹脂流入口１０５を介して、熔融された合成樹脂材料が射出される。
【０１０５】
また、上記コア１０２は、上記解除レバー用透孔８５ａを形成するための、図２４及び図
２５に示すスライドコア１０９，１０９が挿入されるスライドコア挿入孔１０７が設けら
れている。このコア１０２に挿入されるスライドコア１０８，１０９は、簡素な形状のも
のであり、図２４中の矢印Ｏ及び図２５中の矢印Ｐで示すように、上記コア１０２に対し
て挿入及び抜き取り操作される。
【０１０６】
［７］チューナ基板の取り付け（図１６及び図１７）
上記カセット蓋部４の内側面部には、図１６に示すように、プリント回路基板であるチュ
ーナ基板７６が取り付けられている。
【０１０７】
このチューナ基板７６には、上記カセット蓋部４に対向する側の主面部に、電子回路を構
成する複数の電子素子７８，７９が取り付けられている。このチューナ基板７６上の電子
回路は、ラジオ受信回路を構成しており、上記本体部側の電子回路基板に接続されている
。
【０１０８】
そして、上記カセット蓋部４の上記チューナ基板７６上の電子素子７８，７９に対応する
位置には、図１７に示すように、凹部が形成されている。
【０１０９】
上記カセット蓋部４の図１７中矢印Ｆで示す厚みは、１．５ｍｍとなっている。そして、
上記凹部の深さは、０．７ｍｍであり、この凹部が設けられている部分における上記カセ
ット蓋部４の厚みは、０．８ｍｍとなっている。
【０１１０】
上記凹部の周囲部には、上記外筐体の内方側に向けて補強用のリブ８１が突出形成され、
上記カセット蓋部４の剛性が維持されている。また、上記カセット蓋部４からは、基板受
け突起８２が一体的に突設されている。この基板受け突起８２の高さは、１．９ｍｍであ
り、上記凹部の底面部より該基板受け突起８２の先端部までの距離、すなわち、図１７中
矢印Ｇで示す該凹部の底面部より上記チューナ基板７６までの距離は、２．６ｍｍとなっ
ている。
【０１１１】
上記チューナ基板７６の厚さは、０．５ｍｍである。このチューナ基板７６の上記外筐体
の内方側に臨む裏面部には、カバー板７７が接着されて取り付けられている。このカバー
板７７は、合成樹脂材料よりなるシート状の部材であり、厚さが０．３ｍｍである。
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【０１１２】
したがって、上記カセット蓋部４の外側側の表面部より上記カバー板７７の内側側の面部
までの図１７中矢印Ｈで示す厚さは、４．２ｍｍである。すなわち、この音響再生装置に
おいては、上記凹部の深さの分だけ、上記カセット蓋部４と上記チューナ基板７６とによ
り構成される蓋部分の厚さが薄くなされている。
【０１１３】
【発明の効果】
　上述のように、本発明に係る電子機器用筐体においては、記録媒体を装着操作するため
の開口部を有する本体部と、上記本体部の一側部に設けられた回動支軸に回動自在に取り
付けられ、上記開口部を開閉可能とする蓋体と、上記蓋体に回動支軸近傍に取り付けられ
る板バネ部材と、上記本体部の上記回動支軸近傍に設けられた規制部材とを備え、上記板
バネ部材は、上記蓋体に取り付けられる取付部と、上記取付部から折り曲げられて形成さ
れ上記規制部材に当接する当接部とを有し、上記規制部材は、上記蓋体を開蓋状態から閉
蓋状態にするとき上記当接部を摺接させる摺接部と、閉蓋状態になったとき上記当接部を
弾性変位させる係合部とを有し、上記規制部材は、上記係合部により上記当接部を弾性変
位させたときの上記板バネ部材の弾性力により上記蓋体を上記本体部側に させる。
【０１１４】
したがって、この電子機器用筐体において、上記規制部材及び上記板バネ部材は、上記蓋
体を上記本体部に対して押接された状態に強固に保持させることができる。
【０１１５】
　また、本発明に係る電子機器用筐体においては、本体部の上記一側部側の縁部には、本
体の内方側に向けて屈曲されて形成された舌片部が形成され、上記蓋体は、閉蓋状態にな
り本体部側に偏位されたとき、上記蓋体の一側部側が上記本体部の舌片部に重ねられる。
【０１１６】
したがって、この電子機器用筐体において、上記蓋体は、該本体部との間に隙間を生じさ
せない状態で、閉蓋状態となされることができる。
【０１１７】
すなわち、本発明は、本体部により回動可能に支持された蓋体を備え、この蓋体を閉蓋状
態としたときに、この蓋体が、本体部に対して隙間なく強固に保持されるようになされた
電子機器用筐体を提供することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子機器用筐体を有する携帯用電子機器の構成を示す斜視図である
。
【図２】上記携帯用電子機器のホールド状態における構成を示す斜視図である。
【図３】上記携帯用電子機器の要部となる前面パネル部の構成を示す分解斜視図である。
【図４】上記前面パネル部の背面側の構成を示す分解斜視図である。
【図５】上記前面パネル部の背面側の構成を示す拡大正面図である。
【図６】上記前面パネル部の背面側のホールド解除状態における構成を示す拡大正面図で
ある。
【図７】上記前面パネル部の構成を示す縦断面図である。
【図８】上記携帯用電子機器を構成するスライダ板の形状の他の例を一部を破断して示す
斜視図である。
【図９】上記携帯用電子機器のテープカセットを収納する部分の側の構成を示す斜視図で
ある。
【図１０】上記前面パネル部の背面側の要部の構成を示す分解斜視図である。
【図１１】上記前面パネル部に取り付けられた外筐補強部材の要部の形状を示す縦断面図
である。
【図１２】上記外筐補強部材の要部の形状を示す要部平面図である。
【図１３】上記外筐補強部材により支持されるスイッチ操作釦の形状を示す斜視図である
。
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【図１４】上記外筐補強部材により支持された状態のスイッチ操作釦を示す縦断面図であ
る。
【図１５】上記スイッチ操作釦が押圧操作された状態を示す縦断面図である。
【図１６】上記携帯用電子機器のカセット蓋の構成を示す分解斜視図である。
【図１７】上記カセット蓋の要部の構成を示す要部縦断面図である。
【図１８】上記カセット蓋を支持する回動支軸の構成を一部を透視して示す側面図である
。
【図１９】上記カセット蓋の回動支軸近傍の構成を示す要部側面図である。
【図２０】上記カセット蓋の回動支軸側の構成を示す要部側面図である。
【図２１】上記携帯用電子機器のシャーシ部を構成するフレームの形状を示す斜視図であ
る。
【図２２】上記フレームがシャーシに取り付けられた状態を示す斜視図である。
【図２３】上記フレームを射出成型するための金型の要部の形状を示す平面図である。
【図２４】上記金型を構成する第１のスライドコアの形状を示す側面図である。
【図２５】上記金型を構成する第２のスライドコアの形状を示す側面図である。
【図２６】従来のスイッチ操作釦の構成を示す縦断面図である。
【図２７】従来のカセット蓋の構成を示す要部縦断面図である。
【符号の説明】
２　シャーシ部
３　前面パネル部
４　カセット蓋部（蓋体）
８８　板バネ部材
８９　規制部材
９１　舌片部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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